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視察 (研修)内容
取り組み内容

日 時 令和 5年 2月 8日

視 察 (研修 )先 岐阜県可児市 可児市役所
視察 (研修)項目 市政参画と政策提言サイクルについて
参  カロ  者

可児市議会改革をおこなう

H17.6-問一答・対面方式の導入
H19.9費用弁償の廃止

H20,7名城大学都市情報学部大学との連携

H20,8議長交際費、政務調査費の公開 (ホームページ、議会だより)
H21.8正副議長選挙における立候補制度の導入
H23.2「議会改革のためのアンケート調査」を実施
H23.9議会基本条例特別委員会の設置 (H25.3で廃止)
H23.10サ イボウズライブを活用した議員間の意見交換と資料提供
H24.2第 1回議会報告会の実施 ～ 毎年実施
H24.6本会議インターネット配信開始 (YouTube)
H24.6予算決算委員会を設置し審査を実施
H25。4議会基本条例の施行
H25.4グーグルカレンダーを利用した議会予定の公表
H25.8議会フェイスブックページの開設
H25,8議会ホームベージの全面更新

H25。8政治倫理規定の制定
H25.8委員会会議録のインターネット公開開始
H25.12委員会のインターネット配信開始 (YouTubc)
H26.2高校生議会の開催 (地域課題解決型キャリア教育支援事業)
H26.7地域課題懇談会の開催

(地域課題解決型キャリア教育・支援事業/可児医師会との協力)

H26.7議会提案の空き家等の適正管理に関する条例(案)のパブリックコメント実施
H26.8議会提案による空き家等の適正管理に関する条例制定
H27.2高校生議会の開催 (地域課題解決型キヤリア教育支援事業)
H27.5議会のトビラ発行 (議会だよリリニューアル)
H27.6地域課題懇談会の開催 (可児金融協会共催)
H27.12地域課題懇談会出前講座 (18歳選挙権)の開催

大本 千香子・創生会



所 感

H28.1「第 2回議会改革のためのアンケート調査」を実施
H28.2高校生議会の開催 (地域課題解決型キヤリア教育支援事業)
H28.3可児高校模擬選挙(候補者を選ぶための 600人によるグループディスカッションと投票)
H28.7地域課題懇談会の開催 (可児商工会議所共催)
H28.8ママさん議会の開催

H29.2高校生議会(可児市の課題をテーマ/岐阜医療科学大学協力)
H29.7地域課題懇談会(可児市の魅力等をテーマ/可児商工会議所協力)
H29.8正副議長の立候補所信表明を議場で行う(以後毎年)
H29。 8可児市議会 BCPの策定
H29。9委員会代表質問の開始
H29.11可児高校模擬選挙 (600人によるグトフ

°
ディスカッションと投票))

H30.2高校生議会(投票率向上のための方策等/市選挙管理委員会協力)
H30.8地域課題懇談会(若い世代が主役のまちづくりをテゴ/可児青年会議所協力)
H31.1子育て世代との意見交換会
H31.2高校生議会(NHK大河ドラマを活用した可児の PR)
Rl.10可児高校模擬選挙

R2.2高校生議会(各テーマで意見交換 。発表後、意見書の提案・採択)
R2.9ォ ンラインを使ったBCPの対策会議の実施
R2.9コ ロナ差別を許さない可児市議会緊急メッセージ

R2.11ォンラインを活用した議会報告会の実施
R3.3「第 3回議会改革のためのアンケート調査」を実施
R3.11可児高校模擬選挙

R4.3高校生議会(活動報告・模擬選挙マニフェストから市への提案)
R4.5完全オンラインによる 議会報告会 (分科会合む)の実施
・市民アンケートの取り方

・高校や地域への意見交換会の定着化
。若者 。女性等ターゲットを絞った取り組み

・委員会質問制

。市民からの意見をカタチにする継続的な取 り組み
。様々な発信への挑戦
°テーマに合った団体等との意見交換会

・議会課企画の推進度の検証
。こども議会・中学生議会等若い世代との積極的な対話
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日 時 令和 5年 2月 9日

視察 (研修)先 愛知県岩倉市 岩倉市役所
視察 (研修)項 目 議会サポーター制度について

参  カロ  者 大本 千香子・
視察 (研修)内容

(取 り組み内容 )

議会基本条例の定期的な見直し・推進条例協議会開催

・サポーター制は 5年 目                        |
。議会の運営に関することへの提言をベースに要望やご意見もあり     |
。100人上限、18歳以上の在住、在勤、在校の方            |
。議会傍聴、ユーチューブ視聴をして意見を頂く             |
・議員 とサポーターとの懇談会

・任期 1年、再任可、現在 20人位に

・年間 3000円 のクオカー ド贈呈
0議会の理解者にもなって市民との意見交換会等では、調整役に回られること

・議会の PRに無作為抽出 500人 (年代、男女、地域に偏らないように)に

年間を通 して案内を出す。

・サポーターが議会の応援団に

・おもしろくなるための工夫

・議会からの政策提言につなげる

。いただいたご意見への丁寧な回答と再質問対応

・議員定数 15に削減。減らしすぎたとの実感

・奇数は運営上課題多い

所 感 ・恐れず議会サポーターの導入をしたほうがいい

・頂く意見の確実な対応

・議会基本条例に対する熱意と継続的な見直し期間も必要

・サポーターの募集や意見交換などで議会の理解者を増や し辛ロコメン トを

頂く機会に

・傍聴のしやすさや議会ユーチューブ配信が見やすい工夫も必要
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